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裂を認めなかった 18 {91J (28%) を対象とした。症例は 11 歳から 62歳の男性8例，女性 10例であった。
MRI は GE社製 Signa 1. 5tesla 超伝導 MRI を用い，撮像法は， T2* 強調像における矢状断及び冠状断を用いた。
MRI 所見に基づき，対象を以下の 3群に分類した。
group 1 :半月実質内に線状の高輝度領域を認めるもの(12 例)
group I : group 1 の所見に加え，半月の偏平化を認めるもの (4 例)





半月の形態は， 17例が完全型円板状半月であり， 1 {9IJが不全型であった。
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-病理所見-
group 1 においては ， 6ØIJにほぼ全域にわたる水平断裂を認め，残りの 6例では，半月実質内に水平断裂と変性の共存
する所見を認めた。 MRI にて正常と思われる低輝度を示した半月の表層は，肉眼的にも組織学的にも正常の半月の構
造を示した。
group I においては， 3例にほぼ全域にわたる水平断裂を認め，他の 1 ølJでは内部と下層に変性像を認めた。
group II においては， 1 例は前節部の下面及び内部に不整，膨化を認め，他の 1 ØIJは肉眼的には正常であった。組織
学的には 2ØIJ とも前節部にコラーゲン繊維の断裂像を認めた。
(考察)
半月損傷における MRI の有用性については， Mink らをはじめとして，すでに多くの報告があり， MRI は，関節鏡所
見と高率に一致するとされている。しかし症状に関与する円板状半月実質内の断裂や変性のような関節鏡にて評価し




さて，これら 18例の臨床症状をみると，全例に痔痛を認め， 5例に locking を， 2 例に locking の既往を， 3ØIJに膝
くずれ， 4例に円板状半月特有の明際な click を認めた。表面に損傷のない半月がいかなる機序でこのよう症状を呈す
るのであろうか。 group 1 の切除半月のなかには，用手的に半月の上部と下部の間に異常可動性が認められる症例があ













1) 円板状半月実質内変性断裂症例において， MRI 所見と切除標本所見は良く一致した。
2) MRI は関節鏡では評価できない半月の実質内断裂や変性を検知する点においては大変有用であった。
論文審査の結果の要旨
膝外側円板状半月は，膝半月にみられる先天性奇形である。正常の半月に比べ，損傷され易いとされ，その損傷は，日
常診療において良く遭遇する疾患である。その損傷形態における問題点としては，半月表層に達しない実質内の断裂が
少なからず存在し，その断裂を術中に確認するのがきわめて困難であることが挙げられる。そのため，従来は半月切除
後に初めてその断裂を確認できることが多かった。
本研究は，円板状半月実質内断裂，変性術前診断において， MRI の有用性を示すことができた最初の研究である。本
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研究により，関節鏡にては評価できない実質内の病変を， MRI は明瞭に捉えることができ，実質内の輝度変化や，半月
の扇平化，膨化などの所見が，切除標本における実質内断裂や変性といった所見と良く一致していることが明かとなっ
た。円板状半月実質内断裂，変性症例の術前診断，術前計画における MRI の有用性を示した研究として，学位の授与に
値するものと考えられる。
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